
【取組内容】パフォーマンス課題で学習のゴールをイメージ

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①テーマ「個別最適な学び」と協働的な学び」の一体的な充実

各教科において、単元全体を貫く課題としてパフォーマンス課題を
設定した。単元の最初に子どもたちと一緒にパフォーマンス課題を確認
することにより課題達成に必要な学習内容を明確化し、学習意欲を高め
ることができた。

課題作成にあたっては、児童がワクワクするような、興味関心を惹き
つける課題となるよう工夫した。学年や教科に応じて適切な課題を設定
するには、教材研究が重要であることを改めて認識した。

パフォーマンス課題を設定することで、児童らは単元全体を通して探
究すべき問いを持つことができ、主体的な学びへとつながった。

６年社会

４年国語

成果物



じゅぎょうの ながれ

（１）【かだいを きめる】
今日のかだい、ゴールをノートに書く

（２）【じょうほうをあつめる】
教科書ｐ３６ ️℔の もんだい
→もんだい文や イラストから 分かることを

出す。
チョコレートの数を かけ算をつかって もとめる

ことができる？
→（ヒント）同じ数のまとまりを作ってみよ

う！！
（３）【せいり・なかまわけ】
教科書ｐ３７ 「かずさんの考え」「そらさんの考

え」
→二人の考え方は どんな考え方だろう？

（４）【まとめ・ふりかえり】
→この学習で分かったことは？

【取組内容】自立した学習者へ導く第一歩 探究のサイクルによる課題解決授業

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

２年
〜授業の流れ〜

（１）【課題の設定】「本時の課題」を
確認、自分のめあてを入力する。

（スプレットシート）

（２）【情報の収集】教科書から課題についてわ
かることにキーワードに線を引いたり、書き込

む。（教科書）
※本文と図や写真の関係も結 う。
動画、インターネット、本

（３）【整理・分析】見方・考え方も意識して、
分かったことを整理する（ジャムボード）

（４）【まとめ・表現】ふりかえりを書く（スプ
レットシート）→交流する。

６年

全学年で、統一した探究のサイクルを用いた授業を
構成することで、児童が見通しを持ち、自立して学
習できるよう促した。

児童が「授業の流れ」を毎時確認し、主体的に学習を進められるようになった。

①テーマ「個別最適な学び」と協働的な学び」の一体的な充実

【探求のサイクル】
課題の設定、情報の収集、
整理・分析、まとめ・表現



【取組内容】自己調整を促す学習の仕方のふりかえり

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【社会】

情報収集・整理分析
の目標時間を設定し
振り返ることで、時
間を意識しながら学
びを進められる。

①テーマ「個別最適な学び」と協働的な学び」の一体的な充実

【国語】

学習内容と合
わせて学習方
法も振り返る
ことで、自分
の学び方を見
直し、次に活
かせる。

ホワイトボードも観て、早めに



【取組内容】別室学習者もクラウドで教室とつながる

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①テーマ「個別最適な学び」と協働的な学び」の一体的な充実

別室登校（自立支援教室）や不登校児童が授業に参加

①実践内容「どこからでもつながる・つなげられる」
・Google Classroom を活用し、教材や課題をクラウドで共有。学びの遅れが生
じにくいので自信につながる。

・Google Chat を通じて、教師や友達とつながりながら学習支援。

・別室から授業にオンラインで参加し、徐々に学びの場を広げる。②変容「教室にいってみる・チャレンジする」
・児童の変化: 徐々に教室に入れるようになり、対面での学びに移行できた。

・学びの継続: 環境に応じた学習方法の選択が可能になった。

・教員の意識変化: オンラインツールの活用による支援の可能性を実感できた。

学びのサポートを拡大
Chatで授業に参加

～所属意識が高まる～

新しいつながり



【取組内容】日々の授業の中で情報活用能力の育成

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

教科書から課

題に沿ってキー

ワードを抜き出

し、チャットに

書き出すこと

で、他者と比較

しながら情報を

抽出する練習を

してきた。

教科書から得た情報をオンラインホワイトボードに出し、情
報と情報を関係づけたり、情報を自分で決めた色で分けして整
理するなど、情報を自分なりに整理する力がついてきた。

テーマ②「情報活用能力の育成」

５年



【取組内容】写真から観察・情報収集

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-６

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ②「情報活用能力の育成」

初めてのICT活用（導入時期）
～生活科：あさがおの観察・記録～

基本の指導：置き場所＆ルール

Chromebookで観

察しながら、ワー
クシートに記録

１年

手初めはパスワード
を覚え、何度もログ
イン・アウトの練習

アサガオの成長
をカメラで記録

撮影した
写真を取
り込み

話し合って決める



【取組内容】情報活用能力の可視化

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-７

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

各学年の情報活用能力育
成指導内容を可視化:
・児童の発達段階に応じ
た情報活用能力の育成指
標を一覧表にし、総合的
な学習の時間（情報）を
中心とした全教育活動を
通して指導。学級差が無
いよう学年で計画する。

授業改善への活用:
・掲示物で明らかになっ
た課題をもとに、今後の
授業でどのような情報活
用能力を育成していくべ
きか、具体的な計画を立
てることができる。

児童の意識向上:
・掲示物により児童が情
報活用能力の現状を認識
し、今後の学習へのモチ
ベーションを高める。

テーマ②「情報活用能力の育成」

高学年 低学年



【取組内容】いつでもどこでも職員会議資料を確認

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-８

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校務プラット
フォーム化

・毎月の職員会議
の内容を教室、職
員室、家庭など場
所を選ばず確認で
きる。全てスプレ
ッドシートにまと
めているので、資
料を貼り付け、職
員会議の提案では、
資料を端末で開い
て確認！提案のあ
る人も年間全体の
計画が載っている
ので、事前に見通
しを持って準備が
できる。

・リンクシートで
校務・教材資料を
集約。

④テーマ「校務DX」



【取組内容】進捗を視覚化（教師側）

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-９

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

④テーマ「校務DX」

プルダウンで進捗
状況を入力！

運動会の係分担表

校内研の指導案作成

指導案に入れてほしい内
容を記載！

これまで、運動会の係の仕事は、紙媒体
で共有されていた。しかし、それをGoogle

アプリケーションで表にまとめ、視覚化し
た。そうすることで、体育主任は、誰がど
こまでできているかの把握が可能になった。
また、各先生は何をすればよいのかも分か
りやすくなった。参集して確認する回数が
格段に減った。

これまでだと、校内研修におい
て、それぞれの先生がどこまで教
材研究を行い、指導案を作成した
のかが見えにくかった。しかし、
Googleスプレッドシートを使って、

それぞれの先生の進捗状況を可視
化することによって、作成進度を
確認することができ、他の先生が
作成した指導案も参照することも
可能になった。教師間の学び合い、
練り合いが容易になった。



【取組内容】学校経営計画をいつでもどこでも参照＋アップグレード

沖縄市立諸見小学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ-10

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

④テーマ「校務DX」

①情報共有の効率化
・アカウントログインすればいつでもどこでも学校経営計画を参照できる。
・職員会議や連絡会でも、スプレッドシートから必要な情報をすぐに共有し、その場で修正できる。
・膨大な資料の中から、自分に必要な情報を見つけやすくなる。②業務効率の向上
・次年度の計画作成時、今年度のデータをコピーして修正するだけで簡単に作成できる。
・計画作成にかかる時間と手間を大幅に削減できる。③情報管理の向上
・常に最新の情報にアクセスできるので、情報のタイムラグが無い。
・紙媒体での管理に比べて、紛失のリスクが軽減される。


